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研究成果の概要（和文）：1-ブロモプロパン暴露労働者および対照群の健康影響指標を分散分析, 
ダネットの多重比較法および回帰分析を用いて解析を行った。その結果、遠位潜時、振動覚閾

値、LDH、TSH、FSH の量依存的上昇、感覚神経伝導速度、赤血球数、ヘマトクリットの量依

存的低下が示された。複数の 1-ブロモプロパン中毒症例解析では、末梢神経の変性が病理組織

学的に確認されたほか、中枢神経系障害が確認された。 
 
研究成果の概要（英文）：The analysis of workers exposed to 1-bromopropane and non-exposed 
workers was conducted using ANOVA followed by Dunnett’s multiple comparison and regression 
analysis. The result showed dose-dependent increase in distal latency, threshold for vibration sense, 
LDH, TSH, FSH and dose-dependent decrease in sensory nerve conduction velocity, red blood cell, 
hematocrit. The cases intoxicated with 1-bromopropane showed degeneration of peripheral nerve 
histopathologically and the abnormality in the central nervous system. 
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１．研究開始当初の背景 
1－ブロモプロパン（1BP）はオゾン層破壊・
地球温暖化作用をもつクロロフルオロカー
ボン（フロン）の代替溶剤として、日本、米
国、欧州で広く用いられている。われわれは、
先行する動物実験により、1BP が異性体 2－
ブロモプロパンに比して強い神経毒性をも
つことを世界で初めて明らかにした（Yu 1998, 
Ichihara 2000）。１BP に 800ppm、12 週間曝露
されたラットは後肢麻痺を示し、電気生理で

は遠位潜時延長、運動神経伝導速度低下が観
察された。これらの動物実験と前後して、
我々は米国ノースカロライナ州で 3 人の 1BP
中毒患者を発見した(Ichihara 2002)。3 人の症
例は感覚障害および歩行の不安定を示して
いた。中国の比較的低濃度の１BP に曝露さ
れた労働者は、振動覚低下と下肢神経の遠位
潜時延長、運動神経伝導速度低下を示した
(Ichihara2004)。 
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２．研究の目的 
本研究では、１）対象労働者数の増加、2）
ヒトにおける蛋白付加物量と、外部曝露量／
期間との関係の解明とこれを用いて推定し
た長期曝露量と生体影響との関係の解明、
３）より敏感で定量的な指標の特定―重心動
揺測定、高次中枢神経機能異常を検出するた
めの神経行動学的検査に加えて、新たな血液
毒性指標の検討、４）感受性遺伝子の多型ご
との解析を行った。 
 
３．研究の方法 
１）60 人の女性労働者および同数の年齢をマ
ッチングさせた女性労働者のデータを解析
した。曝露群を 1－ブロモプロパン（１BP）
個人曝露量をもとに低濃度、中濃度、高濃度
曝露の三つの群に分け、分散分析およびダネ
ットの多重比較法を用いて、曝露群間の神経
伝導速度（運動神経伝導速度、遠位潜時、感
覚神経伝導速度、F 波伝導速度、感情プロフ
ィール、WHO 神経行動学テストバッテリー、
重心動揺計によるスコア、振動覚、生化学検
査データ、血液学的データの比較を行った。
さらに、曝露濃度に対する回帰分析を行った。 
 
４．研究成果 
その結果、遠位潜時、振動覚閾値、LDH、TSH、
FSH の量依存的上昇、感覚神経伝導速度、赤
血球数、ヘマトクリットの量依存的低下が示
された。複数の 1-ブロモプロパン中毒症例解
析では、末梢神経の変性が病理組織学的に確
認されたほか、中枢神経系障害が確認された。 
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